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日本甲虫学会会長佐 治々 寛之博士 逝去

本学会会長佐々 治寛之博士が, さる7 月31 日に急逝されまし
たことを, 謹んでお知らせ申し上げます.

5 月福井昆虫研究会の例会には元気に出席されましたので, 運

営委員一同予期せぬことに驚いています. 今後の日本甲虫学会の
運営に支障が出ないよう協力し, 今後の発展に尽くすことが, 亡

くなられた先生のご遺志にお答えすることになるものと考えてお
ります. そのためにも, 会員皆様のご協力を切にお願い申し上げ
ます.

日本甲虫学会運営委員 佐藤正孝博士逝去

本学会の運営委員であり, 元日本鞘翅学会会長, 日本昆虫分類学会副会長などを勤められ
た佐藤正孝博士がさる8 月9 日に亡くなられました. 氏は本学会の機関誌, 昆虫学評論の
発行に多大の協力をされました. 感謝の意を表しますと共に, ご冥福をお祈りします.

運営委員一同
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京都府瑞穂町の灯火に来集したオサムシ科甲虫類
Carabid Beetles Collected by a Light Trap at Mizuho-cho, Kyoto Pref.

林 靖 彦 Yasuhiko HAYAsHI
兵庫県川西市水明台 3-1-73

この報告は, 25年ほど前に資料を集めたあと, 1980年代初めに一度経めたが, 未発表のままにな
っていた. その後調査地点の環境が全く変わってしまい, 灯火に飛来するゴミムシ類は見る影もな
く貧弱になってしまった. それ故, 古いデータではあるが, 環境資料の一つとして残しておくこと
に意義があるものと思い発表する.
京都府船井郡瑞穂町 (現京丹波町) は, 京都市の西北西約50kmに位置する山間の小さな町である.
集落は谷あいや狭い平坦地に散在している. 山は低く , 中国地方の低山地域に景観が似ており, 隣
接する能勢地方と趣をやや異にする. 町内の河川はせぃぜぃ小川に毛の生えた程度だが, 錘乳洞

(質志洞) がある. 町内の山地は赤松を主体にした貧相な植生のところが多いが ( 当町内山林の40%
という) , これは松茸の生産に力を入れている為もあると思う . 照葉樹林は殆ど見られず, 落葉性雑
木林が主であり, 山際には小湿地が点在している. 甲虫相が貧弱と言うゎけではなぃが, 全体的な
調査は十分でない.
筆者は1971 年10月に町立瑞穂病院に動務して以来, 当直を利用してほぼ毎回灯火採集を行って
きた. その結果, l976 年前後の数年間に80余種ほどのゴミムシ類を灯火で得ることが出来た. 新

種といつたものはなぃが,  2 ,  3 の珍しい種もあり, また当地からのまとまった甲虫類の記録は殆
どないので, 記録しておきたいと思う .
種の同定は概ね筆者自身で行ったが, 一部のものは芝田太一氏に同定あるいは確認してぃただぃ
た. また, ゴモクムシの一部などは伊藤昇氏に同定していただき, 属名などについてもチェックを
入れてぃただぃた. 両氏に感謝したい.

灯火設置場所と周囲の状況 (図1 )

青色蛍光灯を, 診療棟 (標高約 l70 m) の西側の外壁に取り付けられた非常階段2 踊り場 ( 地上
約5 m) に設置した. ただし, 採集は診療棟の外灯や室内の灯火の下でも行った.
灯火採集を始めたころは, この診療棟の西側は未鋪装の駐車場で, 南と西は雑草と桜の木の生え
た北一 北東向きの斜面になっており, 北側は5 m程の道路を隔てて, 数本の桜や雑木と雑草の生え
た北向き斜面で川 (幅せいぜい数メートル) になっていた.  しかし l975 年頃から病院周囲の道路整
備, 新設, 舗装等によりにより植生は全く破壊され裸地同然となった. その結果, 飛来甲虫類は質
量ともに著しく貧弱となり, 採集意欲を著しくそがれた. 1977 年頃にやや回復の兆しが見られたが,
l978年頃には再び飛来状況が悪くなりはじめた. 1980年には駐車場と周りの斜面も潰されて保険セ
ンターが建てられ, 視界は著しく狭められ, 見通しが利かなくなった. その後は急速に飛来状況が
悪くなって, l980年代半ばごろに病院の前の川 (塩谷川) の上流にゴルフ場の造成工事が始まって
からはホタルなどもほとんど見られなくなった. 甲虫類の飛来状況は90年代になってからは最悪の
状態で, 回復の兆しは見られない.

灯火採集の方法と期間

灯火は20Wの青色蛍光灯1 本を踊り場の壁に取り付けた. 点灯期間は毎年3 月中旬から l l 月下旬
の, 自分の当直の夜6 時頃から l2 時頃までとした.  しかし採集は定例的に当直の度に行ったわけで
はなく , 勤務状況や天候, 気分で採集密度には大きな差が生じた. また採集標本の整理も十分とは
言えないが, ゴミムシには殆ど日を通したっもりである.
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1. Campalita chinense KIRBY エソ' 力タビロオサムシ

(l975)1 ex.,19. IX; ( l983) lex.,12. Vm.
2. Cli yMa castanea WESTWOOD ツヤ ヒメ ヒ ョ ウタ ンゴ ミムシ

( l 974) 1 ex.,13. IX.
3. Oyschin'11s(0ysc加'n'Ms)ovicoMis PmEYs ダイ ミ ョ ウチ ビ ヒ ョ ウタ ンゴ ミム シ

( l974)1 ex 20. VII; 6 exs.,3. VIII; 3 exs.,4. VI II; 1 ex., 6. IX; 1 ex., 13. IX; ( l975)1 ex., 22. VII; (l978)
1 ex., 4. VII.
梅雨明けから秋口まで飛来が見られる.

4. Per i' lop加s (Pen'Zeptus)faponieMs BATES ホソチビゴミムシ

(1974) l ex.,4. VIII.
5. 「roe加s ( ipap加'us) ep加' 加s BA s ヒラタキイロチビゴミムシ

(1974)2 exs., 3. Vm; 1 ex., 6. IX; l5 exs., 13. IX; 1 ex., 23. IX; 6 exs., 27. IX、 ( l975)1 ex., 23. IX.
主に の終わり頃から初秋にかけて灯火に飛来するようである.

6. Tachys (Eotac1lys)fasciatus MoTsCHULSKY クロオビコミズギワゴミムシ

(1978) l ex., 17. VI; l ex., 11. VII.
7. T. (Eotacllys) sericans BATES ウスオビコミズギワゴミムシ

( l974)1 ex., 12. VII ; (l975)1 ex., 19. VIII.
8. T. (Spl1taerotachys) fumicatus MoTscHULsKY クリイロコミズギワゴミムシ

( l974)1 ex., 21. VI; l ex., 4. VII; l ex., 12. VII;2 exs., 20. VI ; 5 exs., 3. VIII; 3 exs., 4. VIII.
6 月ド旬から飛来し,  盛一に多く飛来するようである.

9. T. (T,achyura) exaratus BATES ヒラタコミズギワゴミムシ

( l974) l ex.,3. VIII; lex., 6. IX; ( l978)1 ex., 11. VII.
10. T. (T,achyura) laeljficus BATES ヨツモンコミズギワゴミムシ

(1974) l ex., l4. VI; 4 exs., 21 . VI; 6 exs., 20. VII; 24 exs., 3. Vm;8 exs., 4. VIII; 2 exs 9. VIII; 2 exs.,
l6. VIII; 6 exs., 13. IX; ( l975)2 exs., 1. VII; 1 ex., 22. VII ;1 ex., 26. VII; (l978) l ex. 17. VI; l ex., l8. VI.

6 月中句から9 月中旬の長期にわたり多数飛来している普通種である.
l l . Bembidion (Notaphocampa) nitoticum batesi PUTzEYs アトモンミズギヮゴミムシ

(1974) l ex.. 21. VI; 1 ex., 28. VI; 9 exs.,12. VII; 1 ex., 20. VII; 3 exs., 21. VII; 8 exs., 3. VIII; 4 exs., 4.
VIII; 3 exs., 9. VIII; 1 ex., 16. VIII; 4 exs., 6. IX; l ex., 23. IX; (l975) l ex., l4. VI; 3 exs.. 19. VIII; 1 ex., 19.
IX .

前種とほぼ同様の飛来状況を示した.
l2. B (Peryphus) morau,itzi CsIKl  ヨツポシミズギワゴミムシ

( l974)2 exs., 14. VI; 4 exs., 28. VI; (l975)1 ex., l4. VI;2 exs., 24. VI; 1 ex., 1. VII, (l978)1 ex., 9. VI.
主に梅雨期にのみ飛来が見られた.

l3. B (Peryphus) semilunium NEToLrrzKY ツマキミズギヮゴミムシ

( l 974)1 ex.,13. IX: 7 exs., 23. IX; 9 exs., 27. IX.
9 月中・ 下旬のごく短期間のみ飛来した.

14. B. (Peryphus) cnemidotum BATES ウスモン ミズギワゴミムシ

( l978)2 exs., 9. VI; 2 exs, 18. VI; 1 ex.,4. VII.
梅雨期にのみ飛来が見られた.

15. B. (Perypllius) chloreum BATES アオミズキーワゴミムシ

( l975)1 ex 23. IX.
16. Perigona (Trechicus) nigriceps DEJEAN クロズホナシゴミムシ

(l974) 1 ex.,2. VII;2 exs.,3. VIII;2 exs., l3. IX;5 exs.,27. IX:1 ex.,1.X; (l975)1 ex., l9. IX; (l978)1
ex . . 11 . V II.
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主に梅雨明けから中秋にかけて飛来している.
17. Trigonognatha coreana (TscHITscHERINE) カクムネマルナガゴミムシ

(l 975) 2 exs., l5. VIII; 2 exs., 22. VIII.
本種は診療棟の脇の外灯の下で得たが, 以前福井県大野市勝原におぃてもゃはり8 月に外灯直
下で,  T. cup,escens MoTscHULsKYとともに得たことがある.

l8. Trigonotoma lewt'sl BATES ルイスナガゴミムシ

(l978) l ex., 9. IX.
l9. Pterostichus (Poecilus)plamcollis (MoTscHULsKY) キ ンナガ ゴミムシ

( l980)1 ex., l2. VII.
20. P. ( gafus) sula'fMn's MoMWI ア シミ ゾナ ガゴ ミム シ

(1978) 2 exs., 25. VII.
21 . P. (Argutor) longmquus BATES コホソナ ガゴミムシ

( l975) l ex., 24. VI.
22. P. 11Eurythoracana) haptodefoidesJ'apanensis LUTsCHNIK ト ッ ク リナ ガゴミムシ

( l978)l ex., 4. VII.
23. Platynus (Pseudoplatynus)protensus MoRAwrrz コ ヒ ラ タ ゴミム シ

( l974)1 ex.,12.X; ( l978) l ex.,24. IX; l ex.,24. X.
24. P. (P) magnus BATES オオヒラタゴミムシ

( l 974) l ex., 20. IX,3 exs., 23. IX; 1 ex., l8. X.
上記2 種ともに初秋から晩秋 (時に11 月中旬まで)  にかけて飛来した.

25. Ptalynus (Nipponachus) leucopus BATES タンゴヒラ タゴミムシ

( l 974)1 ex.,28. VI; 1 ex.,13. IX; l ex 23. IX; ( l 975) 1 ex., 1. VII; ( l978) 3 exs., 17. VI.
梅雨期及び9 月中・ 下旬にかけて飛来がみられた. 比較的普通に飛来した.

26. P. (Agonum) cttalcomus BATES アオグロヒラタゴミムシ

( l972) l ex., 22.V I; ( l 978) l ex., l 7. VI.
27. Colpodes (Metacolpodes) buellanani HOPE オオァオモリ ヒラタゴミムシ

( l974) l ex., 7. VI; 2 exs., l 4. VI; ( l 978)2 exs., 16. V; l ex., 20. V.
採集例は少ないが, 春から晩秋にかけて長期にわたりごく普通に飛来した.

28. C. (Eucolpodes)J'aponicus MoTscHULsKY ハラアカモ リ ヒ ラ タゴミム シ

( l974) l ex., 6. IX; (1978) l ex., 9. IX.
初秋にのみ飛来が見られた.

29. Euplynus batesi HAROLD べ一 ッ ヒ ラ タゴ ミム シ

(l975) l ex., 24. VI.
30. Dotichas tlalensis ScHALLER セアカヒラタゴミムシ

(l978)2 exs.,4. VII; 3 exs.,9. IX.
梅雨ごろから初秋にかけて極めて普通に飛来した.

31. Amara (Curtonotus) gigantea MOTSCHULsKY オオマルカータゴミムシ

(l972)1 ex., l3. IX; 1 ex., 27. IX; ( l975)2 exs., 19. IX; (1978)1 ex., 9. IX.
32. A. (C) macronota o、'atipennis PUTzEYs ナガマルガタゴミムシ

(1975)1 ex., 13. IX;2 exs., 19. IX; l ex., 23. IX.
上記2 種ともに秋口にのみ比較的普通に飛来した.

33. Anisodactylus(Anisodacty11is) signatus(PANZER)  ゴミムシ
( l974) l ex.,3. VI II; ( l978) l ex.,4. VII; 1 ex., 22. VII; 4 exs., 25. VIl.

34. A. (A )punctat ipennis MoRAwrrz ホ シボシゴ ミム シ

( l974)2 exs., 20. VII; 1 ex., 21. VII; (1978)1 ex 4. VII; 1 ex.,25. VII.
上記2 種ともに盛夏から秋口にかけて普通に飛来した.

35. Harpals (Cephalomorphus) capite MoRAw1Tz オオ ゴモ クム シ

(1974)1 ex., 3. VIII; (l975)1 ex., 9. IX; (l978)4 exs., 9. IX.
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36. H (Pseudopllonus) griseus (PANZER) ウスケゴモクムシ
(1975) l ex.,3. Vm; ( l978) 1 ex., 11. VII; 4 exs., 9. IX.

37. a (P )J'ufeceh' JEDLI ヒメケゴモクムシ

( l974)11 exs., 3. VIII; 2 exs., 13. IX; ( l975)1 ex., 19. IX;2 exs., 23. IX; ( l978) lex., 9. IX.
38. H. (P ) eous TcHITscHERINE オオズケゴモクムシ

( l974)1 ex., 3. VIII, (1978)1 ex., 25. VII; 1 ex., 9. IX.
39. a (P ) s加'ells s加'cus HOPE ウスアカ ゴモ クム シ

( l974)9 exs.,3. Vm; 1 ex., 16. VIII; 1 ex., 23. IX; 1 ex., 27. IX; (1978)12 exs.,9. IX.
40. H (P ) luigatanus ScHAUBERGER クロゴモクム シ

( l978)9. IX.
41 . H (P. ) tride'ts MORAW「「Z コ ゴモクムシ

( l978)2 exs., 22. VII: 14 exs., 9. IX.
上記7 種のゴモク類の殆どが7 月下旬から 8 月上旬にかけて出現し,  再び秋口に飛来した.  ま

た l978 年9 月9 日は上記7 種全てが飛来した特異日であった.
42. 「n'e oa'chnus(「n'ellen'e加lus) yespe 'nus HABU キュウシュウツヤゴモクムシ

(l 974) 1 ex., 23. IX; 1 ex., 27. ]X.
43. T. (T ) congruus (MoTscHULsKY) ヒメツヤゴモクムシ

(l 974) l ex., 6. IX.
44. T. (T) longitarsis MoRAwrrz クビァカツヤゴモクムシ

(1974) l ex., 6. IX.
上記3 種ともに初秋にのみ飛来が見られた.

45. T. (T ) lewisi ScHAUBERGER オオクロツヤゴモクムシ

( l 983) 1 ex., 12. VIII.
46. Acupalpus (Palcuapus) inc''natus BATES チビキイロゴモクムシ

(l 974)2 exs., 7. VI; 4 exs., 21. VI; 1 ex.,28. VI; 2 exs., 12. VII; 1 ex., 21. VII;3 exs., 3. VIII;3 exs., 9.
VIII; 4 exs., l6. VIII; 1 ex., 23. IX; ( l978) l ex., 16. V; 1 ex., 18. VI.

5 月中旬から 10月中旬にわたり多数飛来した.
47. Stenotophus (StenoloplMs)propinquus MORAwrrz ヒメセグロマメゴモクムシ

(l 975)4 exs., 24. VI; (1978)1 ex., 18. VI; l ex. VII.
48. S. (S) castaneipennis BATES ツヤマメゴモクムシ (=S. iridico1or)

( l974)3 exs.,3. VI II; 3 exs., 9. VIII; ( l975)1 ex., 1. VII; (l978)3 exs.,18. VI;1 ex.,11. VII; 1 ex., 25.
V II.
49. S. (S ) agonoides BATES ナ ガマ メ ゴモクムシ

(1974)2 exs., 14. VI; l ex.,21. VI;3 exs., 4. VII;1 ex.,11. VII; 1 ex., 22. VII; l ex., 3.VIII; 1 ex. 16. VIII.
50. S. (Egadroma) qutnquepustulatus (WIEDEMANN) イ ッホ シマメ ゴモクムシ

(1974)1 ex., 28. VI; ( l978)1 ex., 22. VII.
51 . S. (E ) dif ficnis (HOPE) ミ ドリ マ メ ゴモクムシ

( l974)8 exs., 4. VI; 3 exs., 21. VI;2 exs., 24. VI; 1 ex., 28. VI; 6 exs., l2. VII; 5 exs., 20. VII; 2 exs., 21.
VII;5 exs., 3. Vm;5 exs., 4. VIII;3 exs., 9. VIII; 1 ex., l6. VIII; (l975)2 exs., 24. VI; 1 ex.. l9. VII I; ( l978)2
exs., 22. V. I
上記5 種ともに6 月中句から8 月中旬の2 月半ぐらいの間にのみご,  く普通に飛来した.

52. Anoplogemus cyanescens (HOPE) キペリ ゴモクムシ

(1973)3 exs.,8. V; ( l974)2 exs., VI; 3 exs., 18. X; (l978) l ex., 16. V; 2 exs., 9. VI;2 exs., 9. IX.
早春から晩秋まで長期にわたり多数飛来した.  現在も,  数は減ったが普通に飛来している.

53. Diplocheita (Isorembus) zeetandica(REDTENBAcHER) オオスナハラ ゴミムシ

( l 972) 1 ex., 22. VI.
54. Maerochlaenius costiger (CHAUDOIR) スジァオゴミムシ

(1980) 1 ex, 12. IX.
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55 . Epo'nis'ugricans(WIEDEMANN)  オオキペリァオコ' ミムシ
(1979)1 ex., 18. VIII; (1983) 12. VII.

56. Chtaenius (Chlaeluostenus) ci rcumdatus BRULLE コキベリァオゴミムシ

(1974)1 ex.. 9. VIII; (l 975) 1 ex., 15. VI II; (1978)1 ex.. 11. VII.
57. C (P,achydinodes) 、,i rgulif ier CHAUDoIR ア トワアオゴミムシ

(1975)1 ex., 19. IX; (1978) 1 ex., 18. VI.
58. C. (SpilochlaenMs) //ticans (FABRICIUS)  オオァトポシアオゴミムシ

( l974)1 ex.. 21. VI, l ex.,12. VII; 5 exs., 21. VII; 1 ex., 6. IX; (1975)19. Vm; (l978) l ex., 9. IX.
59. ,C. (1lae'lobus) naeviger MoRAwITz アトポシァオゴミムシ

(1978) l ex.. 4. VI1.
60. C. (AcMa川'l‘s) var加or'u's BATES コカシラアオゴミムシ

( l974)1 ex., 21. VII; ( l975)2 exs.、24. VI; (1978) 1 ex.,30. V: l ex., 4. VII.
61 . C. (Chlae'uellus) 加ops CHAUD0lR ヒメキペリァオコ' ミムシ

( l 982)1 ex., 30. V.
62. codes (codes) vicarius BATES オオ ト ッ クリ コ [ミ �

(1975) l e x., 24. V I.

63. Lachnocrepis (Eulachnocrepis)prolixa (BATES) ト ッ クリ コ' ミム シ

(1974)4 exs.、3. VIII; (1975)1 ex.,24.VI; ( l978)1 ex.,17. VI: 1 ex., 4. VII: 1 ex., 11. VII: 2 exs., 25. VII
64. L. ( Lacllnocrepis)J'aponica BATES ヤマ ト ト ッ ク リ コ' ミム シ

(l974) l ex., 20. VII; l ex., 3. Vm; 1 ex., 9. Vm; (l978) l ex., 4. VII; 3 exs., 25. VII.
65. paMgaeMsJapomclis CHAUDOIR ヨ ツポシコ' ミム シ

(1978) 1 ex., l8. VI.
66. Disch issus //ti randus BATES オオ ョ ッポシゴ ミム シ

(l983)1 ex., 23. Vm.
67. D.J'aponicus ANDREwEs ニ ノポン ヨ ツボシ ゴミムシ

(l974)1 ex., 6. IX.
68. Peronomerus nigrmus BATES クロケプカ ゴミムシ

(l975) l ex., 9. IX.
69. Arc加'coll加n's加naculafa 'u' ｨpc'u'ea  HAB フ タモ ンクビナガゴ ミムシ

(1972)3 exs., 22. VI; ( l 974)2 exs., 22. VI; 2 exs.,28. VI; 1 ex., 13. IX:; (1975) lex., 24. VI; 1 ex., 1.
VII; (l978)2 exs.、l7. VI; 2 exs., 18. VI、 l ex., 18. VII.
個体数は多くないが,  普通に飛来した

70. Pentagonica angutosa BATES 力ドッブコ' ミムシ

( l 974) l ex.. 28. VI; (l 975) 1 ex., l4. VI; (l 978) 1 ex., 11. VI I.
71 . Cymindis (Monas) daimio BATES ダイ ミ ョ ウ ゴミムシ

(1975)1 ex 26. VII.
72. Coptodela (Coptodelina) subapicalis PUTzEYs ハギキノ コ ゴミムシ

( l 974)1 ex., 4. VII.
73. On'onef「ate_'sfl' (BATES) メ ダカア トキリ ゴ ミムシ

(1975) 1 ex., 24. VI; 1 ex.. 22. VII.
74. Lachnoderma asperum BATES ア リスア ト キリ ゴミムシ

(1974) l ex.. 21. VI.
従来.珍しい種類と言われていたが,  各地の河川周辺での採集例を聞くことが多くなった.

75. Lebidia octoguttata MoRAw1Tz ヤホシ ゴミムシ

(1978) 3 exs.,9. V.
76. Pare'ta (Pare'ta) '1igr01ineata nipponensis (CHAUDOIR) クロヘリァ トキリゴミムシ

(l 978) l ex.. 4. VII.
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77. P. (P) kurosai HABU クロサヒラタアトキリゴミムシ

(1975)1 ex., l5. IX; 3 exs., 23. IX.
秋口にのみ飛来した.

78. Lebia (Poecitothais) retrof iasciatus MoTscHULSKY ジュウジァ トキリゴミムシ

(l974) l ex., 3. V; (l978) l ex., 28. II I; 2 exs., 9. V; 1 ex., 16. V.
79. L (Nipponolebia) duplex BATES ハネビロア トキリゴミムシ

(l 978) 1 ex., 9. V.
80. Lachnolebia cnbricoll is MoRAwrrz キクビアオア トキリゴミムシ

(l 978) 1 ex., l 7. VI; 1 ex., 4. VII.
81 . PheropsophusJ'essoensis MoRAwrrz ミ イ デラ ゴミムシ

(l 980) 1 ex., 3. V.
82. BI・achinus scotomedes REDTENBACHER オオホソクビゴミムシ

(1974)1 ex.,21. VI; (l975)2 exs.,1. VII.
83. B incomptus BATES ヒメホソクビゴミムシ

(l975)1 ex., l4. VI;2 exs.,3. VII;2 exs.,26. VII.

考 察

No. l l7 (Sep. 2006)

灯火に飛来したゴミムシを全体をとおしてみると,  8 月下旬に大きな落ち込みがあって, その時
期には個体数, 種類数共に著減するように見うけられた.  8 月全体の飛来種数は27 種で, これは全
種数のほぼ l /3 に当る. 句別にみると,  8 月上旬は21種, 中句は l l 種,  しかし下旬は数種 (記録は
1 種となっているが) にすぎなかった.  6 月が32 種,  7 月と9 月が37 種であるのとくらべると,  8 月
は中句以降, 飛来種が急減していることが判る.
グループ別に見ると,  コミズギワゴミムシ類は7 月から8 月上句に飛来のピークがあるが,  ミズ
ギワゴミムシ類は種によってピークが異なっている.  ヒラタゴミムシ類も盛夏には非常に少なく,
夏前半及び秋季によく飛来していた.  ゴミムシ亜科のグループは属によって異なった飛来のピーク
があるように思われた. Steno1ophus属は夏前半にピークがあるが, Harpalus属は夏の終わりから
秋口にかけてピークが有り, 対照的である. アトキリゴミムシ類は早春から夏前にかけて殆ど飛来
し, 盛夏以降では2 種のみであった.

“灯火に飛来した岩湧山の甲虫類” (びいとるず1 (l) : 大阪甲虫同好会)
のゴミムシ類との比較

岩湧山 ( 大阪府) の調査地点は岩湧寺の境内で, 周辺には田圃とか畑といつた人工的な地形的環
境は無く , 全くの山間地で, 近くには原生林も残っていた. 一方, 瑞穂町の採集地は標高が低く ,
山間にあるとはいえ, 周辺は田圃, 畑や人家などが近接しており, 平地の里山に近い景観の中にあ
る. ただ, 岩湧山の調査は単年度で,  しかも4 月から9 月までの約半年のものであったが極めて密
度の高いものであったのに対し, 瑞穂町のデータは約10年近くに及ぶが密度の低いものであるので
単純には比較できないが, 大凡の傾向は掴めたと考え, 若干の比較検討を加えた.

1. 飛来種群の比較
岩湧山に比べ当地では,  ミズギワゴミムシ類, ナガゴミムシ類, マルガタゴミムシ類, アオゴミ
ムシ類,  トックリゴミムシ類,  ヨツボシゴミムシ類がかなり多く飛来した. これは調査地点が水系
に非常に近いことと, その周辺に草地や畑地など太陽のよく当る比較的乾燥した環境があるためと
思われる. 一方,  ヒラタゴミムシ類やアトキリゴミムシ類など, 樹上性の種は岩湧山の方がずっと
多いが, これは採集地点周囲の樹木量の差によると考えられる. 当地では,  どちらかと言えば地表
性のゴミムシ類が多かった.  また, 全体的に見て平地性の要素が当地では強い.  とりわけ, ナガゴ
ミ. ァオゴミ.  ョッボシゴミの類で著しく差が見られた.  また,  ミズギワゴミムシの類でも当地で

- 7 -
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は平地性の種類が多く認められる

第l l 7号 (2006年9 月)

2. 共通種の飛来時期の比較
・ ダイミョウチビヒョウタンゴミムシ
岩湧山では6 月下旬に一度だけ飛来しているが, 当地では7 月上旬から9 月中句にかけて飛来
している .
・ ホソチビゴミムシ

岩湧山では6 月下旬に一度飛来したのみだが, 当地では8 月上旬に飛来した.
・ ヨツモンコミズギワゴミムシ

岩湧山において7 月下句,  8 月中旬に飛来したが, 当地においては6 月中旬から9 月中句まで
とやや長期に飛来した.
・ ヨツボシミズギワゴミムシ

岩湧山では6 月下旬のみであったが, 当地では6 月上句から7 月上旬まで飛来した・
・ クロズホナシゴミムシ

岩湧山においては6 月下旬と7 月中旬に飛来したが, 当地では7 月中句から10月中旬の長期
にわたって飛来した.  しかし8 月下旬には見られなかった.
・ コヒラタゴミムシ

岩湧山では6 月中・ 下句に見られたが, 当地では9 月下句から10月下旬にかけて飛来した・
・ オオヒラタゴミムシ

岩湧山では5 月と9 月上句に飛来したが, 当地では9 月中旬から時に11 月中旬にまで飛来し
た.
・ アオグロヒラタゴミムシ

岩湧山では5 月上旬,  6 月中・ 下旬に飛来し, 当地においても同時期に飛来している・
・ オオアオモリヒラタゴミムシ

当地においては岩湧山同様, 春から秋にかけて普通に飛来しているが, 個体数は岩湧山ほど多
くない.
・ ベーツヒラタゴミムシ

当地では極めて少ないもののようである.
・ セアカヒラタゴミムシ

当地ではごく普通であったが, 岩湧山では8 月下旬に1 頭飛来したのみであった.
・ ウスケゴモクムシ, ヒメケゴモクムシ

岩湧山においては8 月下句以降に飛来が見られたが, 当地では7 月中旬から8 月上旬にも飛来
が見られた.
・ オオズケゴモクムシ, コゴモクムシ

岩湧山では7 月下旬にも飛来したが, 当地では主として初秋に飛来していた.
・ ヒ メツヤゴモクムシ

岩湧山では7 月下旬にも飛来したが, 両地ともに主として初秋に飛来した.
・ キュウシュウツヤゴモクムシ

両地ともに初秋に飛来した.
・ ク ビアカッヤゴモクムシ

両地ともに初秋に若干飛来した.
・ キイロチビゴモクムシ

岩湧山においてもかなり多数が5 月下旬から8 月上句にかけて飛来した. 当地においても極め
て普通に5 月中旬から10月中旬にかけて飛来した. ただし8 月下旬には一時的に殆ど飛来しな
くなった.

- 8
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・ イッホシマメゴモクムシ

岩湧山では6 月中下句に飛来したが, 当地では6 月下句と 7 月下旬にごく少数飛来した.
・ ミ ドリ マメゴモクムシ

当地では6 月中旬から8 月中旬まで多数飛来したが, 岩湧山では6 月下旬にごく少数飛来した
のみであった.
・ キペリゴモクムシ

岩湧山では6 月下旬にごく少数飛来したのみであったが, 当地では4 月末ごろから 10月中旬
くらいまで極めて普通に飛来した.
・ アトワアオゴミムシ

岩湧山では7 月中旬から8 月上句にかけて飛来したが, 当地では6 月中旬と9 月上句の2 期に
飛来した.
・ フタモンクビナガゴミムシ

岩湧山では6 月下旬に1 頭飛来したのみであったが, 当地では6 月中旬から9 月中句まで比較
的普通に飛来した.
- カドッブゴミムシ

当地では6 月中旬から 7 月中旬に飛来したが, 岩湧山では6 月中旬から9 月上句まで少しずつ
ではあるが切れ目なく飛来した.
・ ダイミ ョウアトキリゴミムシ

両地共に7 月のほぼ同じころに飛来した.
- ハギキノコゴミムシ

両地共に1 頭ずつ飛来したが, 岩湧山では9 月上旬に, 当地では7 月上句に飛来した.
- メ ダカア トキリ ゴミムシ

両地共に6 月と 7 月の下旬にのみ飛来した.
・ ヤホシゴミムシ

岩湧山では4 月,  5 月の下旬に, 当地では5 月上旬に飛来した.
・ ハネビロアトキリゴミムシ

岩湧山においては4 月下旬から7 月中句にかけて散発的に飛来したが, 当地では5 月上旬にの
み飛来した.
- ジュウジァ トキリ ゴミムシ

岩湧山においては4 月下句にのみ飛来し, 当地では3 月下旬から 5 月中旬にかけ飛来した. 最
も早い時期に飛来したゴミムシである.
・ オオホソクビゴミムシ

岩湧山では7 月中旬に, 当地では6 月下旬と7 月中旬に飛来した.

ま と め

岩湧山においては比較的長期にわたり多数飛来した種は4 種 ( 全体の6.6% ) だが, 当地では15種
(19.2% ) に達している. 共通種の比較でも当地の方が長い期間飛来する傾向があった. また飛来時
期の著しく異なる種もあり, これは山地と平地における活動期の差と考えられる. 主に夜間気温の
変化に起因すると思われる.
また, 両地共に8 月下旬には飛来種類, 個体数の著しい落ち込みが見られることから, 地域差で
なくゴミムシ類の夜間活動性が (多分日中も) 8 月下旬頃には, 共通して, 著しく低下するものと
考えられる. 原因は明らかでないが, 一応生理的なもの (休眠とか日長の変化=短日化など) と考

えられる.
ゴミムシ類の走光性について

ゴミムシ類は, 全体的に成虫が周年野外で観察される. しかし灯火に飛来する状況を見ると, 活動

0
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期全体にわたって灯火に飛来する種があるようには見えない. むしろ, そのある一時期にのみ集中し
て灯火に飛来するようである. これは, 飛来するその種が生理的にある特定の時期にのみ特に著しい
走光性を示すためではないかと, 考えられる. また, 灯火トラップ周辺に常時棲息している場合と常
に少しずつ移動していて, 灯火トラップの付近に移動してきた場合が考えられるが区別できない.

参  考 文  献
木村 裕, 他, 1969. 灯火に飛来した岩湧山の甲虫類について. びいとるず, l (1): 2-24

隠岐新記録のハネカク シ
New Reords of Staphylinidae from Oki Isl

林 靖彦 Yasuhiko Hayashi
〒666-0116 川西市水明台3 - 1 -73
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5. Philonthuskobensis SHARP フタイロコガシラハネカクシ
1 ex., 隠岐の島町大満寺山, 6. V 2003, T. SHIMADAleg.
・ Phi1onthus sp. (nearmicanticoIlis)

l ex., 隠岐の島町大満寺山,3. V 2004, Y. HAYAsHI leg.
6.Delops1ongicoms SHARPヒゲナガミズギワハネカクシ

2 exs., 隠岐の島町大満寺山, 3. V 2004, Y. HAYAsHl leg.
7. Lordithon lewisi (CAMERON)

l ex., 隠岐の島町南谷林道,2-20. VI 2003, T. SHIMADAleg.
8. Tachinus nakanei ULLRlcHヒゲブトマルクビハネカクシ

l ex., 隠岐の島町大満寺山,3. V 2004, Y. HAYAsHl leg.
9. T,aeh inus kobens is CAMERON

1 ex., 隠岐の島町大満寺山,3. V 2004, Y. HAYAsHl leg.
10. Sepedophilusgermanus(SHARP) ムクゲヒメキノコハネカクシ

2 exs., 隠岐の島町大満寺山,3. V 2004, Y. HAYAsHIleg.
・ Mymecocephalus sp. (nearJaponicus)
2 exs., 隠岐の島町大満寺山,3. V 2004, Y. HAYAsHI leg.
・ Ocalea? sp.
2 exs., 隠岐の島町大満寺山,3. V 2004, Y. HAYAsHI leg.

l l . Aleochara curtula GoEz1ナカアカヒゲブトハネカクシ
1 ex., 隠岐の島町大満寺山,3. V 2004, Y. HAYAsHI leg.
・ Aleochara sp. (near curtula)
1 ex., 隠岐の島町大満寺山, 3. V 2004, Y. HAYAsHI leg.

No l i7 (Sep. 2006)

なお. 既知種はリストに含めなかった. 末筆ながら, お世話になった島田孝氏にお礼申し上げる

隠岐のチビシデムシ,  ヒゲブ トチビシデムシ
Cholevinae and Coloninae from Oki Its.

島田 孝* 林 靖彦** Takashi SHIMADA Y asuh i ko HAYASHI
*〒234-0034 厚木市船子 l737 東?,」、農業大学農学部l l虫分類研究室

**〒666-01 I6 川西市水明台3 - l -73

島l嶼のチビシデムシ相のまとまった報告は少なく, 奄美大島 (林, 1969) , 屋久島 (春沢, 2005)
ぐらいかと思われる. 筆者の一人, 島田は隠岐自然館で仕事する傍ら, 島内各所にべイドトラップ
をかけて採集を試みたところ下記の11 種を得ることが出来たので報告する. 全個体とも島田が隠
岐・ 島後で採集したものである.

CHOLEVINAEチビシデムシ科
l . Ptomaphaguskuntzeni SoKoLowsla オニニセチビシデムシ

l ex., 隠岐の島町乳房杉,2. X 2003
2. Micr、onemaduspusillimusKRAATzクリイロチビシデムシ

l ex., 隠岐の島町大満寺山,20. V 2003;1 ex., 同,2 VI 2003;6 exs., 隠岐の島町乳房杉,2. X 2003

1 1
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3. Prionochaeta ham andi PoRTvlN オオク ロチビシデムシ

6 exs., 隠岐の島町大満寺山,20. V 2003;2 exs., 同,12. V 2003;3 exs., 同 (500m),2. VI 2003;1 ex.,
同, l-20. VIII 2003;5 exs., 同,17. V 2003;5 exs.,同,6. V 2003;1 ex., 同,20. V-2. VI 2003; l ex., 隠
岐の島町蕪杉付近,6. V 2003;1 ex., 同,23. IV.-6. V 2003

4. Sciodrepoides tsukamotoi NAKANEキョウトコチビシデムシ
9 exs., 隠岐の島町大満寺山 (500 m), 20. V 2003; l2 exs., 同, 20. V.-2. VI 2003; 4 exs., 同 (by

feather),2. VI 2003;9 exs., 同(by feather),6. V 2003;5 exs., 同,17. V 2003;1 ex., 同,25. XI 2003;1
ex., 同,2- l6. VI 2003;1 ex., 同,12. V 2003; 2 exs., 隠岐の島町乳房杉 (400m), 2-21. X 2003;2 ex.,
隠岐の島町南谷林道(l90 m),2-20. VI 2003; 1 ex., 隠岐の島町乳房杉,2. X 2003; 1 ex.,隠岐の島町
乳房杉,6. V 2003

5. Sciodrepoides fumatus (SpENcE) カバイロコチビシデムシ

6 exs., 隠岐の島町大満寺山 (500 m),20. V 2003;3 exs., 同,6. V 2003;5 exs., 同,12. V 2003;2 exs.,
同,17. V 2003;1 ex., 同,2. VI 2003; l ex., 同(by feather),2. VI 2003;1 ex., 同,20. V~2. VI 2003;5
exs., 隠岐の島町燕杉付近,6. V 2003;1 ex., 隠岐の島町乳房杉,18-26. X 2003

6. MesocatopsJ'aponicus(JEANNEL) ホソムネコチビシデムシ
9 exs., 隠岐の島町乳房杉,2. X 2003;2 exs., 同, l8~26. IX 2004; 1 ex.,同,2-21. X 2003; l ex., 西郷
町杉付近, 23. IV-6.V 2003;2 exs.,同,6. V 2003; l ex., 隠岐の島町東谷, 6. V 2003; 3 exs., 隠岐の島
町南谷,18. IX-2. X 2003;7 exs., 隠岐の島町大満寺山(500 m),20. V-2.V 2003;1 ex., 同,6. V 2003;

7. Catops hiueri KRAATz ヒ レルチビシデムシ
5 exs., 隠岐の島町東谷,9. XI 2003;5 exs., 隠岐の島町大満寺山 (500m, by feather),6. V 2003; l

ex., 同 (500m),2~16. V 2003; l ex., 隠岐の島町乳房杉(400 m),2. X 2003;1 ex., 同,18-26. IX 2003;
1 ex., 同, 2-21. X 2003

8. Catopstannbaensis HAYAsH1タンバチビシデムシ
1 ex., 隠岐の島町乳房杉,2-21. X 2003;2 exs., 隠岐の島町大満寺山 (500m),25. xI 2003; 1 ex., 同

(500 m), 20. V 2003; 1 ex., 隠岐の島町東谷, 6. V 2003; l ex.,2. X 2003, 隠岐の島町大満寺山 (500
m)

9. Catops angusntarsis lewisi JEANNELルイスチビシデムシ
1 ex., 隠岐の島町大満寺山(500m),20. V-2. VI 2003

10. Catops sparcepunctatus JEANNEL ミヤマチビシデムシ
l ex., 隠岐の島町大満寺山(500 m),6. V 2003;1 ex., 隠岐の島町乳房杉(400 m),2. x 2003

11. Catopodes fuscifrons KRAATz クシヒゲチビシデムシ
l ex., 隠岐の島町南谷林道(190 m),2-20. VI 2003;1 ex., 隠岐の島町南谷18-23. Ix 2003;6 exs.,
隠岐の島町乳房杉,2. X 2003; 4 exs., 同.18-26. Ix 2004

一 考 察 一

本採集記録から隠岐のチビシデ相の傾向の一端がうかがえるのではないかと思う . オオクロチビ
シデムシ,  ミヤマチビシデムシなどは, 本州では, かなり深い山地 (高標高と言うことではない)
で得られることが多く, 海岸から近い地点での採集例は聞いてぃなぃ.  タンバチビシデムシ, キョ
ウトコチビシデムシも自然環境の比較的良い内陸部で得られることが多いようなので, 島l真 とは言
え, 隠岐は本州の深い低山地帯に似たチビシデ相を呈しているように思われ, 興味深い. 特筆すべ
きはキョウトコチビシデムシが多数採れていることである. 近畿地域でもこれほどまとまって得ら
れたデータは見たことがない. 一般的にはカバイロコチビシデムシのほうが圧倒的に多く得られて

いる.  タンバチビシデムシの, 離島からの記録は初めてと思われ,  シバタチビシデムシCatops
shibatai HAYAsH1の生息の可能性も高いものと推察される.
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離島のチビシデムシの記録は非常に少ないが, 筆者らの知る範囲で, 複数種の記録あるものを見
てみると, 奄美大島7 種, 屋久島5 種ぐらいかと思われる. 何れにしても殆ど調査されてぃなぃた
めと思われるので. 今後の調査活動を大いに期待したい.

COLONINAE ヒゲブトチビシデムシ科

1. Colon itel HlsAMATsu トゲヒゲブトチビシデムシ
l2 exs., 隠岐の島町大満寺山 (500 m),20. V.- 2. VI 2003;1 ex., 大満寺山 (500 m), 2-16. VI.

2003
本邦から8 種のヒゲブトチビシデムシが知られているが, 保科英人氏の私信によれば, これに倍
加する未知種が存在するということである. 隠岐産の個体は上記種によく一致するが, 微妙に差の
ある個体群が各地で得られているので今後の検討が必要と思われる. 島l良からの記録は初めてと思
われる .

ガムシ科 Armostus属の分布の追加知見
Additional Notes on Distribution of Hydrophilid Genus Armostus

保科英人
〒910-8507 福井県福井市文京3-9-1 福井大学教育地域科学部地域環境講座

佐藤正孝
〒458-0804 名古屋市緑区1t l.が洞3-1404 デイアクオーレ徳 306

Armostus属 (和名 : オカツヤガムシ属) は, 保科 (2005) で述べたように, D' 0RcHYMONT (l942)
が日本から初めて記録したが,  1 行程度で軽く触れただけにとどまったこともあり, その記録は日
本人に知られることなく埋もれていた. 最近, 我々 はオカツヤガムシ属に関する論文,  HosHINA &
SATo (2006) を公表して,  日本産種の再検討を行った. その結果,  日本に分布するのは, 束南アジ
アから八重山諸島まで分布するA. crenulatus(REGIMBART, l903) アジアオカツヤガムシ, 束南アジ
アから八重山諸島, 沖縄本島のA. schenklingi (D'0RcHYMoNT,1914) ツマキオカツヤガムシ, 奄美
大島とトカラ列島のみに分布するA nigricans HosHINA et SAT0,2006 セグロオカツヤガムシ, 本州,
四国, 九州のA. o11yamatensis HosHINA et SAT0,2006 オオヤマトオカツヤガムシの4 種となった.
今回, 第一著者の沖縄本島産のガムシ標本の中に, セグロオカツヤガムシを見いだすことができた
ので, 本稿にて記録することにする. 採集データは以下の通りである.

Amostus nlgrtcans HosHINA et SATo, 2006 セグロオカツヤガムシ
1 , 沖縄本島与那覇岳,7. 111. 2003, 保科英人採集 (落ち葉ふるい)

なお, 本稿の主旨からは少し離れるがその記録について補足しておきたい. D' ORcHYMoNT
(1942) は, アジアオカツヤガムシを九州から記録したが, 著者らが調べたかぎり, その後本種は九
州から記録されてぃなぃ. アジアオカツヤガムシとオオヤマトオカツヤガムシは, 極めてよく似て
いるが, 両種間の形態差はいろいろある. その中でも最も大きな違いは, 前者が雌雄の比率が通常
のほぼ1 : 1 であるのに対して, 後者が (おそらくは) 単為生殖であると考えられることだ.
HosHNA& SATo(2006) でオオヤマトオカツヤガムシを記載する際のタイプシリーズは20数個体だ
が, 全てメスであった. 確率論から言えば, 本種のオスはそもそも存在しないと考えるのが自然で
ある. それゆえ, D' 0RcHYMoNT (1942) が九州から記録したアジアオカツヤガムシは, オオヤマト
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オカツヤガムシの同定間違いであると言うのが我々 の推測である. なお, 西南
日本を中心に分布するオオヤマトオカツヤガムシの東限は神奈川県で, 本州で
は太平洋側にしか分布しない. また, 本種は, 九州では比較的普通種だが, 束
に行くほど採集しにくくなる傾向がある.
なお, 第一著者は, HosHINA & SAT0 (2006) の原稿が雑誌にアクセプトされ
た後に, 沖縄産セグロオカツヤガムシの標本を自分のコレクション内から見つ

けた. その時点で, 英文論文の内容変更はできなかったので, HosHINA &
SATo (2006) が印刷された後に, 分布の追加記録を報告しようと考えていた.
そこで, 昨年末には, 既にこの報文をほぼ完成させ, 今は亡き佐藤正孝先生に,
原稿をチェックしてぃただぃてぃた. 英文論文の別刷りが米国から第一著者に

届いたのと, 先生が亡くなられたのは, 奇しくも同時であった. 別刷りをお渡

まことに残念でならない. この場を借りて, 心よりお悔やみ申し上げたい.

参考文献

D'0RcHYMoNT, A. l942. Revision du genre Armostus SHARP(Coleoptera Hydrophilidae Cercyonini). Bulletin du Mus_e
royal d' Histoire naturelle de Belgique,18 ( l5): 1-10.

保科英人, 2005. 陸生ガムシ概説. 昆虫と自然, 40 (9):30-33.
HosHINA, H. & M. SATo, 2006. A taxonomic study of the genus Armostus (Coleoptera: Hydrophilidae) from Japan. The

Coleopterists Bul letin,60:95-104.

トゲヒメ ヒラタホソカタムシの西表島での記録
The Record of Co1oblcones saka ii OKADA from Iriomote-Is

ト ゲヒ メ ヒ ラ タホソ カ タムシ

生川 展行
513-0015 鈴鹿市木田町2399

Co1obicotles sakai i OKADA トゲヒメ ヒラタホソカタムシ は, 奄美大島と
石垣島で得られた個体に基づき,2005 年に新種として記載された種である.
筆者は, 西表島で採集された個体を検することができたので, 報告してお
く .

l ex., 沖縄県西表島相奈, l7. V 2005, 田中勇採集.
なお, 石垣島の標本も所蔵しているので, 合わせて報告しておく .
l ex., 沖縄県石垣島バンナ岳, 28. 111. 1974, 山地治採集。
貴重な標本を検する機会を与えてぃただぃた田中勇氏と山地治氏, 並び
に標本写真を撮影して頂いた稲垣政志氏に, 心よりお礼申し上げる.

文 献

OKADA, K., 2005.Occurrence of the genus Colobicones GRoUvELLE(Coleoptera, Zpphetidae, Colydiinae) in Japan, with
descriptions of two new species.Elytra, Tokyo,32(2): 425-431 .
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佐々 治寛之会長, 佐藤正孝運営委員が相次いで亡くなられました. お二方とも本学会, 会
員の皆様には非常にゆかりの深い方々 であり, 日本の甲虫界に大きな足跡を残された方々 で
すので, 会としても追悼事業を企画いたしました. 両氏とも, 本学会はもとより日本鞘翅学
会, 日本昆虫分類学会にも深く関わっておられましたので, これら3 学会の幹事等が急違話
し合って調整した結果, 以下のように, 各学会ごとに追悼企画を行うことになりました.

日本甲虫学会: 追悼記事(和文) をねじればね118 号 (佐々 治寛之氏関連)
追悼論文(英文) を昆虫学評論第62 巻1 号 (佐々 治寛之氏関連)

日本鞘翅学会: 追悼記事(和文)を甲虫ニュース156 号 (佐藤正孝氏関連)
追悼論文(英文)をELYTRA第35 巻1 号 (佐藤正孝氏関連)

日本昆虫分類学会: 追悼論文(英文) を Japanese Journal of Systematic Entomology第13巻
1 号(両氏関連で, 甲虫以外の分類群のもの)

偲ぶ会 : 10月28 日大阪市立自然史博物館 (担当 : 安藤清志氏)

追悼論文募集

佐々 治寛之、 佐藤正孝両氏の追悼論文を分類群を間わず公募します. 投稿された論文は内
容 (分類群, どちらに献名されるかなど) によって上記のように振り分けられます. 本学会
は佐々 治寛之氏の分を担当します. 本学会の会員であっても他の学会に所属しておられない
方は当方へご投稿ください. 適切に処理いたします. また, いずれの学会に所属しておられ
なくても追悼論文を投稿されたい方はご相談ください. 本学会の追悼記事については, 運営
委員の水野弘造までお問い合わせください. 日本鞘翅学会では佐藤正孝氏へのものについて
公募していますので, 鞘翅学会にお間い合わせくださぃ (担当: 鈴木互氏).

会 報
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日本昆虫分類学会第9 回大会と 「佐藤正孝さんを偲ぶ会」 のお知らせ

去る8 月9 日, 日本昆虫分類学副会長で, 日本鞘翅学会の元会長も務められた佐藤正孝氏
が急逝されました.葬儀の際はお身内だけの集まりでしたので, 心ならずもお見送りできず気
にかけておられる方も多いことと拝察いたします. そこで, 学会のみならず, 日本の昆虫学
に多大な足跡を残された氏の通去を悼み, なるべく早い機会に故人を偲ぶ場を設けたいと考
え, 来る 10月28 日(土曜日)に大阪市立自然史博物館(大阪市東住吉区長居公園1-23)で開催
される日本昆虫分類学会第9 回大会の懇親会を 「佐藤正孝さんをしのぶ会」 にさせて頂くこ
とといたしました.
この趣旨から, 日本昆虫分類学会の会員に限らず, 生前におっきあいのあった多くの方々
にお集まりいただき, 虫談に花を咲かせて, にぎやかに故人を偲びたいと思います. 皆さま
お誘い合わせの上ご参集いただければ幸いです.
当日は l3:30-15:00に 「近畿の昆虫相」 と題して公開講演4 題, l5: l5- l6:30まで6題の
一般講演を行った後, 17:3()-20:00の予定で大阪市立長居球技場レストランにおいて懇親会
「佐藤正孝さんをしのぶ会」 を予定しております. ご参加いただける方は10月18 日までに
日本昆虫分類学会第9 回大会事務局〒 534-0023 大阪市都島区都島南通 1- l7- l (株)大栄商
会内安藤清志宛に FAX 06-6928-1822 かE-mail:tenebrio@entom.biz-web.jpでお申し込
み下さい. 会費は, 大会参加費が1,000円 (博物館入場料、270を含む), 佐藤正孝さんをしの
ぶ会は4,000円(学生は3,000円) といたします. なお, 公開講演の内容は以下の通りです.

初宿成彦(大阪市自然史博) : 古代湖= 琵琶湖の存在によ って特徴づけられる滋賀県の昆虫相
木村史明(橿原市昆虫館) : 奈良県川上村の昆虫相について
春澤圭太郎(大阪狭山市) : 紀伊半島の甲虫相
宮武頼夫(関西大) : 紀伊半島のレッドデー ターの昆虫一 大切にすべき希少昆虫たち
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